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○ 外国人共生に関する SDGs 指標として、以下が考えられる。 

 

SDGs指標 内容 現状 

1.3.1 社会保障制度によって保護されている人口の割合（性別、

子供、失業者、年配者、障害者、妊婦、新生児、労務災害

被害者、貧困層、脆弱層別） 

 

2.1.1 栄養不足蔓延率（PoU）  

3.2.1 ５歳未満児死亡率 乳児死亡率 

2.1（外国人） 

1.9（日本人） 

*2019年人口動態統計 

3.4.1 心血管疾患、癌、糖尿病、又は慢性の呼吸器系疾患の死

亡率 

 

3.8.1 必要不可欠な保健サービスのカバー率（一般及び最も不

利な立場の人々についての、生殖、妊婦、新生児及び子供

の健康、感染性疾患、非感染性疾患、サービス能力とアク

セスを含む追跡可能な介入を基にした必要不可欠なサー

ビスの平均的なカバー率と定義） 

 

4.5.1 詳細集計可能な、本リストに記載された全ての教育指数

のための、パリティ指数(女性/男性、地方/都市、富の五

分位数の底/トップ、またその他に、障害状況、先住民、紛

争の影響を受けた者等の利用可能なデータ) 

 

5.2.1 これまでにパートナーを得た15歳以上の女性や少女のう

ち、過去 12 か月以内に、現在、または以前の親密なパー

トナーから身体的、性的、精神的暴力を受けた者の割合

（暴力の形態、年齢別） 

 

8.5.2 失業率（性別、年齢、障害者別） 3.0%（外国人） 

2.4%(日本人） 

*2015 年国勢調査 

8.8.1 致命的及び非致命的な労働災害の発生率（性別、移住

状況別） 

 

8.8.2 国際労働機関（ILO）原文ソース及び国内の法律に基づ

く、労働権利（結社及び団体交渉の自由）における国内コ

ンプライアンスのレベル（性別、移住状況別） 

 

資料２ 



10.2.1 中位所得の半分未満で生活する人口の割合（年齢、性

別、障害者別） 

 

10.7.2 秩序のとれた、安全で規則的かつ責任ある移住や流動性

を促進する移住政策を持つ国の数 

 

10.c.1 総送金額の割合に占める送金コスト  

16.2.2 10 万人当たりの人身取引の犠牲者の数（性別、年齢、搾

取形態別） 

 

17.18.1 公的統計の基本原則に従い、ターゲットに関する場合に、

各国レベルで完全に詳細集計されて作成された SDG 指

標の割合 

 

注: 太字は、指標内容に移住状況別と書かれている、もしくは移住に関する指標であるもの。 

 

 


